障がい者生活支援センター活動報告　　　2008年７月～10月
　　　　　　　　　　　　　障がい者生活支援センターあっとわん
■ハンディのある子どもというのは、その障害名や障害特性だけにとらわれることなく、「その子ども自身」を見据えた支援が必要になると日々感じている。
しかしながら、子どもをとりまく大人たちにとって、「障害名」や「障害特性」が、子ども自身を理解する以前のものとして、大きく立ちはだかっていることを、相談を通じて感じることが多い。

障がい児および、発達を見守ることの必要なお子さんの子育てや支援は、特に大人が適切な知識も持つことが必要である。さまざまな支援の進歩により、格段に支援方法は開発されていることを、支援者側も知る必要があると感じる。
■相談支援事業の延長として、障害児支援と理解のための講座を実施している。

そこでは、定員を大幅に超える受講生がおり、熱心に学んでいる。今後、相談支援事業所としても、障害理解のための啓発事業に力を入れていくが、単独の事業所としても理解のための取り組みを行なっていく必要を感じている。
■障害や福祉の関わっていない人たちに、いかに身近なものとして考えてもらえるようになるのかを考えていく必要がある。

■当事者家族としては、「理解してもらえない」という思いと「理解してもらいたい」という思いを強く感じる。その架け橋になるのが、相談支援事業所であると感じる。

■あっとわんに寄せられる相談は、少子化問題の部分も含め、障害児をとりまく社会の縮図の部分を感じている。具体的には、障害のあるお子さんのいるひとり親家庭の問題。

福祉サービスの限界や、就労の問題がそこにはある。福祉サービスだけではない社会資源を活用しながら、生活を支えていくコーディネート能力が求められているのではないか。

■また、医学の進歩により多胎児も全国的に多くなっており、同時に障害児のリスクも多くなるというデータがある。現実として、子育て支援の部分は担うことが困難な福祉サービスの内容ではあるが、こういうときこそ、社会資源の開発と市民の協力を得ていくことを考えていかなければならないと、痛切に感じる。
■社会資源マップや可視化できる支援だけではなく、地域の素朴な人と人とのつながりが、今一度見直されることを願うばかりである。
